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高気密・高断熱化に防湿計画は欠かせない！― イマドキの防湿計画 ―

イマドキの防湿計画とは？

防湿計画とは、躯体の中に湿気を入れないようにすることではない！

防湿計画とは、普通に丁寧に行う施工技術レベルで、

１．湿気が長期的にたまらない

２．一年を通して、湿気による害が生じない程度のレベルに抑えておくことである。

近代的な防湿の原則 :

必要なだけ湿気を通さず、しかしできるだけ湿気を通しやすく！

まとめ － イマドキの防湿計画 －   防湿 ⇒ 調湿

イマドキの防湿計画とは？

高気密、高断熱化により、湿気による害が生じやすくなっている。

気密性が高いために、室内の湿気が外に出にくく、室内に溜まる

断熱材が厚いほど、断熱材の室内側と室内側の温度差が大きくなり、

温度が低い側の相対湿度が上がる

（重量構造の内断熱の場合）

コンクリート躯体の中の温度差が小さくなり、 湿気が排出されにくくなる

まとめ － イマドキの防湿計画 －

断熱を行うためには、丁寧な計画と湿気

の害が生じないことの確認が必要不可欠！

熱と湿気のシミュレーションが役に立つ。

http://www.wufi.jp/



熱と湿気のシミュレーション（WUFI）でわかること

●木材の劣化に関する評価（WUFI でわかる耐力性の低下）

一般的に、耐力性が求められる木材

および木質系材料は、次の含水率を

超えてはいけない

●木材の劣化に関する評価（WUFI でわかる木材の腐朽）

無垢材の腐朽リスクの判定は、

温度と相対湿度を見る

●断熱材の性質と性能

定常計算ではわからない断熱材の熱容量や湿気容量の計算ができます。

セルロースファイバーや木質繊維断熱材、防湿シートと調湿シートなどの性能を見る

ことが可能になります。

●建材データベース

日本及び世界の建材データ（コンクリート、モルタル、メンブレン、木材、ボード、断熱材、

屋上緑化等）が、日本語表記になって搭載されています。



●夏型結露の計算

計算ではグラスウールの室内側で、夏期を中心に相対湿度が 98%に達する時間があり、

一時的な結露のリスクは生じているといえる。また、カビ発生のリスクも生じている。

冷房により室温が今回計算に使用した室内温度よりも低くなると結露リスクが顕在化

するため、居住者の空調設定への注意喚起が必要である。(沖縄県 那覇市)

那覇市 GW 計算例      ホルツキュルヘン（ドイツ）とドバイ

●ソーラーパネルによる日影の影響

陸屋根の上に斜めに設置されたソーラーパネルによる

日陰が、屋根構造の中の湿気性状に与える影響を検証する。

屋根の表面温度は、屋根構造の中の湿気の放出に大きな

影響を与える。

ケース１：ソーラーパネルなし、

ケース２：ソーラーパネルあり。

ケース３：ソーラーパネルあり、付加断熱

以上 三つのケースを WUFI[で検証する。


